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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和 5年度 第 8回 大平地域会議 

開催日時 令和 6年 1月 25 日（木） 午後 6時 30 分 開会  午後 7時 57 分 閉会 

開催場所 プラッツおおひら 2 階 多目的ルームＡ 

出席者氏名 別紙のとおり 

欠席者氏名 別紙のとおり 

事務局職員職氏名 別紙のとおり 

その他出席者等 別紙のとおり 

会議事項 1 開会 

2 会長あいさつ 

3 議事 

(1) 令和 7年度実施分 地域予算提案事業について 

4 その他 

5 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 0 名 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

会長 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 議事 

(1) 令和 7年度実施分 地域予算提案事業について 

 ① 提案事業の選考、評価採点について（個人作業・グループワーク） 

 

・前回までの内容（提案アイデアの発掘→アイデアの分類整理→事業所管課側から

の事業具体案）をふまえ、制度に合致するかどうかなども勘案しますと、事業具

体案は、７つに絞られます。 

 委員の皆さまからのご意見や評価を反映して、さらに選考していきたいので、今

回は、これら７つの事業案を、評価項目ごとに、採点をしていただきます。今回

の作業をふまえ、次回は、各委員の評価点数を集計反映して、さらに絞り込んだ

案をご提示して提案事業を決定していきたいと考えています。そこでまず、今回

の会議では、評価採点を、いったん個人作業で行なっていただき、その後、グル

ープ内またはグループ間で話し合い、考えの共有をしていただきたいと思いま

す。最後に採点シートのご提出をお願いします。 
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会長 

 

委員Ａ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員Ａ 

 

委員 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料に基づき説明がありましたが、委員から質疑やご意見等、何かありますか。 

 

必要性という評価項目は、他の評価項目よりも重要視すべきであるから、満点設定

点数を加算するなどの傾斜配点をしてはどうでしょうか。 

 

現時点で、評価項目ごとに傾斜配点で何点満点にすればふさわしいかの議論にな

ってしまうと、考え方や評価の今後のまとめがしにくくなるのではないかと思っ

ています。そのため、まず今回は、資料のとおり、すべての項目をいったん５点満

点で採点していただきたいと思います。その後、次回会議では、各委員の評価点数

を、事業ごとに集計提示して、他の評価項目と比較する際に、例えば必要性の評価

項目を重要視して事業の選考をするなどという方法にしたいと思っていますが、

いかがでしょうか。 

 

了解しました。 

 

［個人作業 19：00～19：15］ 

［グループワーク 19：15～19：45］ 

 

地域予算の金額枠と、事業費の調整や事業の組合せなどの検討も必要になってく

ると思います。次回は、本日の評価点数の集計結果を提示しながら、具体的な事業

の組合せ案を絞り込み、選出決定していきたいと思います。引き続き委員の皆さま

のご協力をいただきたいと思います。 

本日は他に、ご意見等はありますか。 

 

［他に意見等なし］ 

 

次回以降も、意見を出し合って、さらに絞っていき、よりよい事業提案にまとめて

いけたらよいと思っています。引き続き委員の皆さまにはご検討ご協力をお願い

します。 

以上で本日の議事は終了とします。 

 

4 その他 

(1) 令和 5年度 栃木市自治交流会について（報告） 

［事務局より説明］ 

 

(2) 大平地域会議だよりについて（連絡（再）） 

［事務局より説明］ 

 

(3) 委員の改選がある場合について（連絡） 

［事務局より説明］ 

・基本的には 2年（令和 5～6年度）の任期でご就任いただいています。しかし、



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属団体との関係などで、地域会議の委員改選の手続きが必要になる場合もあり

得ます。改選となりますと、改めて団体に推薦依頼をしたり、本庁が取りまとめて

委嘱決定したり、などの手続きの都合もありますので、年度の区切りでこのような

事態となる予定の委員は、いったん 2月 20 日（火）までに、事務局（大平地域づ

くり推進課）まで、ご連絡ください。 

できれば、任期途中での改選はないほうが、地域会議の運営としてはありがたいと

思っています。 

なお、今後、年度途中で同様な場合も、空席の回をなるべく生じさせないよう、随

時お早めにご連絡ください。 

 

(4) 次回 大平地域会議 令和 6年 3月 21 日(木)午後 6時 30 分から 

  プラッツおおひら 2階 Ａルーム 

 

5 閉会 
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別紙  出席者及び事務局職員 

 

 

○ 委員 

 

出席者 

藤野 晴彦 会長   藤倉 竜広 副会長  青木 理恵 委員    阿部 誠 委員 

伊藤 政博 委員   植原 瑞恵 委員   川田 健太郎 委員   小堀 和子 委員 

清水 泰子 委員   田村 誠志 委員   仲三河 マコト 委員   三井 健  委員 

柳田 和子 委員 

 

欠席者 

荒山 菜穂子 委員  尾花 正人 委員      

 

 

○ 事務局 

 

出席者 

大平地域まちづくりセンター所長（大平地域づくり推進課） 小島 清  課長 

大平地域まちづくりセンター（大平地域づくり推進課）   小林 勝利 課長補佐 

同                         三浦 正明 主査 

同                         山口 友香 主査 

 

 

○ その他出席者等 

 

なし 

 

 

○ 傍聴人 

 

なし 


